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主     催 :  東京都美術館（公益財団法人東京都歴史文化財団） 
休 室  日 :  8月3日(月)
開室時間 :  9:30～17:30（入室は閉室の30分前まで）
会     場 :  東京都美術館 ロビー階 第3公募展示室

▶右のマーク
は音声コード
「Uni-Voice」
です。専用ア
プリなどで読
み取ると、内
容を音声で聞
くことができ
ます。
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すご過

美術館でポーズ（2019年、撮影：宗彩乃）

ずっとび鑑賞会（202
3年、撮影：中島佑輔）

観



Exhibition Information
Venue: Tokyo Metropolitan Art Museum LBF Citizen’ s Gallery 3
Period: July 31 (Fri) – August 10 (Mon), 2026 
Closed: August 3 (Mon)
Hours: 9:30-17:30 
Last admission 30 minutes before closing
Admission: Free
Organizer: Tokyo Metropolitan Art Museum 
operated by Tokyo Metropolitan Foundation for History and Culture

〒110-0007 東京都台東区上野公園8-36    

Tel: 03-3823-6921　https://www.tobikan.jp

○JR上野駅「公園改札」より徒歩7分
○東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅「7番出口」より徒歩10分
○京成電鉄京成上野駅より徒歩10分
＊駐車場はありませんので、車でのご来館の際はご注意ください。

◀専用アプリ
などで読み取
ると、内容を
音声で聞くこ
とができます。

音声コードUni-Voice

展覧会の詳細は「アート・コミュニケーション
事業を体験する」公式サイトからご覧ください。
関連プログラムのお申込みもこちら！
https://tobira-project.info/ac-ten/ 

● 一部の作品は触って鑑賞することができます。

● 点字表示や読み上げ機能、多言語対応がある解説パネルがあります。

● 一部の作品には触図や触察模型があります。

● 映像資料には一部を除き、手話による解説動画が付いています。

● 筆談、UDトークができます。また、アーティストトークなど会場
　内でのイベントには、手話通訳や文字表示があります。

● 会場では、アート・コミュニケータが、必要に応じて鑑賞の
　サポートを行います。気軽にお声かけください。

東京都美術館では、アート・コミュニケーション事業の活動につ
いて広く発信することを目的に、2023年から「アート・コミュ
ニケーション事業を体験する」を開催しています。 4年目となる
本年は、当館の開館100周年という節目にあたり、美術館で誰
かと「ともに観る、ともに過ごす」という、アート・コミュニケー
ション事業で大切にしている体験に注目。記録映像や作品展
示、アート・コミュニケータとの対話を通して、その体験を来場
者のみなさんにも味わっていただく機会とします。
アート・コミュニケーション事業では、来館者一人ひとりが美術
館で作品や他者とどのように出会い、どのような時間を過ごし
ているのかに関心を寄せ、そうした体験をプログラムの記録映
像としてアーカイブしてきました。本展では、これらの映像の記
録・編集をしてきた映像作家の森内康博が、アーカイブ動画を
再編集した映像インスタレーションを展開します。さまざまな年
齢やバックグラウンドをもつ人々が美術館で出会い、ともに作品
を観て過ごし、新たな発見や関係を育んでいく様子を来場者の
皆さんが実感できる展示となっています。

また、アート・コミュニケータが東京藝術大学の学生のアトリエを
訪ね作品が生まれる現場を取材してきた、とびらプロジェクトウェ
ブサイトのコンテンツ「藝大生インタビュー」から、2名の学生の卒
業制作や関連作品を展示します。会場ではアート・コミュニケータ
が来場者を迎え、作品をともに観て過ごすこともできます。
2012年に策定された当館の「すべての人に開かれたアートへの入
口となる」というミッションをあらためて見つめなおし、未来の美
術館のあり方をみなさんと一緒に考える展覧会です。

ともに観る、ともに過ごす

企画協力、映像制作｜森内康博（らくだスタジオ）
出品作家｜関楓矢、竹石楓（東京藝術大学）

アート・コミュニケータ（とびラー）は美術館を拠点に、アートを介し
て人々の中に新しい価値を育む活動を行っています。3年の任期を
満了した後も、とびらプロジェクトで培ったネットワークや経験を活
かしながら、さまざまな場所で活動を継続しています。

アート・コミュニケータとは？

み
る
ラ
ボ：つ
な
が
り
を
つ
な
げ
る（
2
0
2
5
年
）

アートみるンダー（2025年）


